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カンタン見積計画での取り込み準備

STEP 2

カンタン見積計画での取り込み準備

STEP 1 で作成した明細エクセル・建具エク

セルをカンタン見積計画に取り込む準備をし

ます。

設定した工事名、業種名、単位名等をカンタ

ン見積計画側でも設定をしていきます。

　 【物件管理画面】右上の「設定」から

「マスターメンテナンス」を選択します。

　 「安心（新築）」にチェックを付け、

　 「コピー」をクリック。

　 「新マスター名」を入力後、「OK」をクリッ

ク。

※名称の頭に「00・・・」としておくと

　一番上に表示されるようになります。

　  作成した新マスターにチェックを入れ、

　 「設定」をクリック。

　 「OK」をクリック。

新規マスター作成
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見積書を自社仕様にするために、保守の設定

が必要になります。

【保守画面】では「元に戻す」ができません。

もし間違って登録した場合は、保存をせずに

一旦閉じて、再度【保守画面】を開いて登録

し直してください。

【物件管理画面】より、「保守」をクリックし

【保守画面】に移動します。

「工事名」「業種名」「単位名」をそれぞれ自

社の仕様に設定します。

第１段階で設定した「明細 - 編集テンプレー

ト .xls」エクセルで設定した項目を確認して

ください。

■工事名の編集

　  ＜工事データ＞タブを開きます。

　 「工事名称」を自社仕様に打ち換えます。

「表示順序」は【見積作成画面】での工事の

並び順になります。

　  

「工事コード」を設定する場合は、入力します。

（必須ではありません）

※「Code」欄は自動的に振り分けられます。

　変更しないでください。

　  行を追加したい場合は上部の「行追加」、

削除したい場合は削除したい項目を選択し上

部の「行削除」をクリックします。
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■業種名の編集

　  ＜業種データ＞タブを開きます。

　 「業種名」を自社仕様に打ち換えます。

「表示順」は【見積作成画面】でのプルダウ

ン内の並び順になります。

「業種コード」を設定する場合は、入力します。

（必須ではありません）

※「Code」欄は自動的に振り分けられます。

　変更しないでください。

　  行を追加したい場合は上部の「行追加」、

削除したい場合は削除したい項目を選択し上

部の「行削除」をクリックします。

■単位名の編集

　 ＜単位データ＞を開きます。

　 「単位名」を自社仕様に打ち換えます。

「表示順序」は【見積作成画面】でのプルダ

ウン内の並び順になります。

「単位コード」を設定する場合は、入力します。

（必須ではありません）

※「Code」欄は自動的に振り分けられます。

　変更しないでください。

　  行を追加したい場合は上部の「行追加」、

削除したい場合は削除したい項目を選択し上

部の「行削除」をクリックします。
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■明細の編集

　  ＜明細データ＞タブを開きます。

サンプルの明細項目が入っているため、

「外部建具工事」「内部建具工事」以外は削除

します。

　  削除する明細をドラックし、　  「行削除」

をクリックして削除します。

・内部建具を「建具マトリクス」で

 　取り込む場合は「内部建具工事」の

 　サンプル明細を残しておきます。

 

・内部建具を「建具品名」で

 　取り込む場合は「内部建具工事」の

 　サンプル明細を削除します。

■グレードの設定

グレードを新規に登録します。

＜グレード＞タブを開き、上部「グレード」

の「+」をクリックし、名称を入力→「OK」

で閉じます。
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補足

詳細は「操作マニュアル」84 ページへ

詳細は「操作マニュアル」79 ページへ

詳細は「操作マニュアル」86 ページへ
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